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1. 152ページ：式 (4)および (5)

（誤） W ← [W ⊙ (V H⊤)⊘ (WHH⊤)]+ (4)

H ← [H ⊙ (W⊤V )⊘ (W⊤WH)]+ (5)

（正） W ←W ⊙ (V H⊤)⊘ (WHH⊤) (4)

H ←H ⊙ (W⊤V )⊘ (W⊤WH) (5)

2. 154ページ：4.2節の最後に次を挿入し，4.3節の定理 2を定理 3に変更する．

　補題 2, 3, 4 および定理 1より次の定理が成り立つ．
［定理 2］アルゴリズム 1は停留点集合 S への大域収束性を有する．
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